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ア
フ
リ
カ
の
土
地

問
題
に
対
す
る
関
心

が
世
界
的
に
高
ま
っ

て
い
る
。
広
大
な
土

地
が
囲
い
込
ま
れ
る

「
ラ
ン
ド
グ
ラ
ブ
」

や
、
急
激
な
人
口
増

加
に
と
も
な
う
土
地

不
足
に
関
す
る
報
道

を
耳
に
し
た
方
も
多

い
だ
ろ
う
。
土
地
は
、
農
業
や
牧
畜
は
も
と

よ
り
、
林
業
や
鉱
業
、
環
境
保
全
、
さ
ら
に

は
都
市
開
発
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
開
発
の
基
盤

と
な
る
重
要
な
資
源
で
あ
る
。

　
そ
れ
だ
け
に
土
地
政
策
に
関
し
て
は
無
数

の
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
本
書
の
立
ち
位
置

は
国
家
建
設
の
観
点
か
ら
政
策
史
を
捉
え
る

と
い
う
も
の
だ
。
ア
フ
リ
カ
一
〇
カ
国
（
ケ

ニ
ア
、
ザ
ン
ビ
ア
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、
タ
ン

ザ
ニ
ア
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
、
コ
ン
ゴ
民

主
共
和
国
、
ル
ワ
ン
ダ
、
ブ
ル
ン
ジ
、
ソ
マ

リ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
）
に
関
し
て
、
一
世
紀

以
上
に
わ
た
る
土
地
政
策
の
歴
史
を
俯
瞰
し

た
本
書
は
、
日
本
は
も
と
よ
り
世
界
で
も
類

を
み
な
い
一
冊
だ
と
自
負
し
て
い
る
。

　
土
地
政
策
の
変
化
に
は
ア
フ
リ
カ
の
国
家

建
設
の
特
徴
が
反
映
さ
れ
る
。
ア
フ
リ
カ
の

国
家
の
圧
倒
的
に
多

く
は
、
植
民
地
列
強

が
創
り
上
げ
た
も
の

だ
。
そ
こ
で
の
土
地

政
策
は
、
い
か
に
社

会
を
統
制
し
、
支
配

す
る
か
と
い
う
関
心

と
表
裏
一
体
を
な
す
。

こ
の
関
心
は
、
土
地

を
利
用
し
て
い
か
に

開
発
を
進
め
る
か
と
い
う
関
心
と
と
も
に
、

政
策
を
形
作
る
動
機
で
あ
っ
た
。

　
支
配
と
開
発
と
い
う
観
点
か
ら
土
地
政
策

を
跡
づ
け
る
と
、
ア
フ
リ
カ
の
多
く
の
国
で

共
通
の
傾
向
が
観
察
さ
れ
る
。
植
民
地
化
直

後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
は
ア
フ
リ
カ
人
か
ら

土
地
を
奪
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
入
植
者
や
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
系
企
業
に
合
法
的
に
移
転
で
き
る

よ
う
法
制
度
を
整
備
し
た
。
一
九
世
紀
末
か

ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
植
民
地
国
家

の
主
た
る
関
心
事
は
土
地
を
通
じ
た
ア
フ
リ

カ
人
の
支
配
で
あ
っ
た
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
す
る
頃
か
ら
植

民
地
当
局
の
関
心
が
変
化
し
、
ア
フ
リ
カ
人

の
土
地
権
利
保
護
の
必
要
性
が
謳
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
開
発
資
金
を
自
前
で

賄
う
必
要
に
迫
ら
れ
た
植
民
地
当
局
が
、
ア

フ
リ
カ
人
を
開
発
に
積
極
的
に
動
員
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
こ
の

時
代
、
間
接
統
治
政
策
が
精
緻
化
さ
れ
、

「
原
住
民
統
治
機
構
」
な
ど
の
制
度
を
通
じ

て
ア
フ
リ
カ
人
社
会
は
植
民
地
国
家
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
構
造
の
な
か
で

「
原
住
民
統
治
」
を
担
う
ア
フ
リ
カ
人
（
チ

ー
フ
、
ヘ
ッ
ド
マ
ン
な
ど
と
呼
ば
れ
る
）
の

権
力
が
強
化
さ
れ
、
慣
習
的
土
地
所
有
の
再

編
、
制
度
化
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

　
独
立
後
の
ア
フ
リ
カ
で
は
、
国
に
よ
っ
て

対
照
的
な
土
地
政
策
が
採
ら
れ
た
。
多
く
の

国
で
は
、
土
地
の
私
的
所
有
権
を
弱
め
、
所

有
権
を
国
家
に
帰
属
さ
せ
る
政
策
が
採
用
さ

れ
た
。
植
民
地
期
に
白
人
入
植
者
に
与
え
ら

れ
た
土
地
所
有
権
は
期
限
付
き
賃
借
権
な
ど

に
変
更
さ
れ
、
極
端
な
場
合
に
は
没
収
さ
れ

た
。
た
だ
し
、
依
然
と
し
て
国
土
の
大
部
分

は
、
実
質
的
に
慣
習
的
土
地
所
有
の
下
に
あ

っ
た
。

　
一
方
、
少
数
の
国
で
は
土
地
の
私
有
化
が

進
め
ら
れ
、
ア
フ
リ
カ
人
に
私
的
所
有
権
が

広
く
供
与
さ
れ
た
。
代
表
的
な
国
は
ケ
ニ
ア

で
あ
る
。
植
民
地
期
末
期
の
一
九
五
〇
年
代

に
勃
発
し
た
「
マ
ウ
マ
ウ
の
反
乱
」
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
人
に
対
す
る
私
有

地
の
再
配
分
政
策
が
開
始
さ
れ
、
独
立
後
の

政
府
も
そ
れ
を
引
き
継
い
で
土
地
再
配
分
と

登
記
が
熱
心
に
進
め
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、
二
つ
の
対
照
的
な
土
地
政
策
は
、

い
ず
れ
も
ア
フ
リ
カ
人
に
安
定
的
な
土
地
権

利
を
保
障
で
き
な
か
っ
た
。
国
有
化
政
策
が

採
ら
れ
た
国
で
も
、
私
有
地
分
配
政
策
が
採

ら
れ
た
ケ
ニ
ア
で
も
、
政
治
的
有
力
者
の
介

入
に
よ
っ
て
土
地
が
恣
意
的
に
配
分
さ
れ
る

こ
と
が
珍
し
く
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
慣
習

的
所
有
の
下
に
あ
る
土
地
に
対
す
る
政
策
は

ほ
と
ん
ど
採
ら
れ
ず
、
放
置
さ
れ
た
。

　
冷
戦
終
結
後
、
ア
フ
リ
カ
の
多
く
の
国
で

は
土
地
政
策
が
転
換
さ
れ
た
。
民
主
化
や
経

済
自
由
化
の
流
れ
の
な
か
で
、
個
人
の
権
利

を
強
め
る
方
向
で
政
策
が
見
直
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
土
地
を
登
記
し
、
権
利
証
を
個
人
に

配
布
す
る
政
策
を
採
る
国
も
増
え
て
き
た
。

こ
う
し
た
政
策
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多

く
の
国
は
土
地
所
有
権
が
国
家
に
あ
る
と
い

う
原
則
を
崩
さ
ず
、
個
人
の
権
利
に
は
様
々

な
制
約
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
私
的
所
有
権

を
強
め
る
世
界
的
潮
流
の
な
か
で
も
、
土
地

に
対
し
て
強
い
権
限
を
行
使
し
よ
う
と
す
る

国
家
の
姿
勢
は
、
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な

い
。

　
土
地
政
策
の
歴
史
を
跡
づ
け
る
こ
と
は
、

今
日
の
土
地
問
題
を
考
え
る
た
め
に
不
可
欠

の
作
業
で
あ
る
。
土
地
政
策
を
評
価
し
、
あ

る
べ
き
政
策
を
検
討
す
る
た
め
に
、
本
書
は

様
々
な
示
唆
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
加
え
て

土
地
政
策
史
は
、
植
民
地
当
局
を
含
む
政
策

担
当
者
が
ど
の
よ
う
な
観
点
で
ア
フ
リ
カ
人

社
会
と
向
き
合
い
、
国
家
に
取
り
込
も
う
と

し
て
き
た
の
か
を
映
し
出
す
。
土
地
問
題
に

関
心
が
あ
る
読
者
だ
け
で
な
く
、
ア
フ
リ
カ

史
全
般
に
関
心
を
持
つ
方
々
に
も
本
書
を
手

に
と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
。
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